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序論

女性には妊娠・出産により急激な身体的変化が起こり，母親という新しい役割が加わることか

らの精神的ストレスが生じる場合もある（小林・遠藤・比江島・雨宮・長田・田辺・中村，

2006）。特に初産婦は熱情，希望，喜び，満足感，幸福感，不安，抑うつ等いろんな異なる感情

を体験し，精神的に不安定な状態になりやすい。出産後の母親の不安は,退院直後から退院 1 カ

月までが最も増大し,それ以降一度減少し,子どもが 1 歳前後になると再び増大する（厚生労働省

白書,2003）。また母親の不安は,子どもの成長・発達とともに変化するし（Mercer & Ferketich，

1995），その要因として，産後 1 ヶ月の母親の育児に対する受け止め方が影響する（小林ら，

2006）。この時，一番なりやすいのは産後うつである。

産後うつは産婦の心身だけではなく子供，家族関係，夫婦関係にも悪い影響を及ぼす。従って，

適切なソーシャルサポートを受けることが極めて重要である。しかし，医療従事者などの不足な

どにより出産時の入院日数の短縮化，出産後に精神疾患の母親が活用できるソーシャルサポート

が限られているのが現状である。

現代は家族構造や人間関係の変化により，プレッシャーのないサポートを求める若者が増えつ

つある。近年，「産褥期ヘルパー」という職業が流行ってきている。「産褥期ヘルパー」とは，

産褥期間で産婦と新生児の世話をする専門の 24 時間体制のヘルパーである。科学的な栄養バラ

ンスが整った産婦の食事を作り，正確な哺乳方法を指導，産婦の家に泊まり込み新生児の世話を

する (罗・王，2005) 。

また，産褥期における母親のストレスとソーシャルサポートとの関連は多く散見されるが，産

褥期の母親のヘルパー利用の有無における比較研究は極めて少ない。

そこで本研究では、ヘルパーは，住み込みで世話をするため，単なるソーシャルサポートとは

異なり，褥婦の心身の負担を軽減しストレス緩和効果が期待され，産後うつを防ぐ効果があると

考えられる。さらに，そのような効果が認められた場合，ヘルパーを雇用しなくなってからも，

その効果が続くかどうかの 2点を検討することを目的とした。

方法

対象者は 1カ月乳児をもつ知り合いの母親 54 名であった。使用尺度は以下 4つであった。

① 産婦と乳児のフェースシート

姓名，年齢，産後日数，学歴，職業，収入，胎次，分娩方式，妊娠合併症の有無，ヘルパー

利用の有無，母親の身体状況，乳児の健康，乳児の性別
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② 産褥期ストレッサーとストレス反応: The Hung postpartum stress scale（HPSS）中国語

版尺度 (Hung,2001)。

③ 育児ソーシャルサポート:育児ストレス尺度の中の育児ソーシャルサポート（手島，原口，

2003）。

④ 産後うつ傾向:Edinburgh postnatal depression scale（EDPS）の中国語版（Lee，Yip &

Chiu，1998）。

     調査時期は 2013 年 10 月∼2014 年 5月であった。 

オンライン調査システムを利用して，電子調査票をインターネットで取得・提出した。第

1 回調査には，産後１カ月以内健康な新生児を持つ母親に対して，電子調査票のリンクを

メールで送った。3カ月後に，同じく第 1 回目の調査の参加者に回答を求めた。

結果と考察

産後うつについて

産後 1 カ月から産後 3 カ月にヘルパー利用別で EDPS の得点について検討した結果，産後経過

とヘルパー利用の有無のそれぞれに主効果が認められ、ヘルパーを利用しない産婦より利用する

産婦のほうが産後うつの得点が低かった。また，産後 3 カ月では両群の抑うつ傾向が減少してお

り，ヘルパーを利用することでより低い抑うつの値を維持する効果があると言える。

ストレスについて

HPSS 尺度について検討の結果，下位尺度の「mother role attainment(母親役割達成)と「body

changes（体形変化）」で産後経過の主効果が認められた。「social support（ソーシャルサ

ポート）」で産褥期利用の有無の主効果が認められた。尺度全体に産後経過の主効果が認められ

たが，ヘルパー利用の有無の主効果が認められなかった。1 カ月と 3 カ月にヘルパーを利用する

産婦はヘルパーを利用しない産婦と比べ，ストレスの得点が低く，両群とも 1 カ月から 3 カ月に

かけて得点が有意に低下した。

ヘルパー利用の有無に限らず，産後 3 カ月が経過すると、産婦のストレスは軽減する傾向にあ

ることがわかった。また、ヘルパーを利用した産婦のほうがストレスの認知の程度は産後時間が

経っても低い値で維持できることも示唆している。ソーシャルサポートには、ストレスと健康レ

ベルに影響する直接作用と心身のストレスヘの緩衝作用があるといわれている。

ソーシャルサポートについて

ソーシャルサポート尺度について検討の結果，下位尺度には産後経過に産後経過だけ主効果が

認められた。「育児ヘルプ」にヘルパー利用の有無の主効果と産後経過の主効果とその交互作用

がすべて認められた。1カ月と3カ月にヘルパーを利用する産婦はヘルパーを利用しない産婦と比

べ，有意に得点が高く，両群とも1カ月から3カ月にかけて得点が有意に低下した。
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つまり，ヘルパー利用の有無に限らず，産後3カ月が経過すると、産婦のソーシャルサポート

の程度が減少する傾向にあることがわかった。また，産後1カ月と産後3カ月にヘルパーを利用し

ない産婦より，利用する産婦のほうが得点は高かった。ヘルパーを利用することがソーシャルサ

ポートの増強効果があると考えられる。ヘルパーは産婦に対して様々なケアを行うことで産婦

のソーシャルサポートを高めていることが示唆された。
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